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参加無料 !!
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第3回 安曇野自然文化講演会
市民大学講座「特別講座」
～水と植物について考える～

講師 椎名 誠 氏
1944 年東京生まれ。1979 年より、小説、
エッセー、ルポなどの作家活動に入る。
趣味はたき火キャンプ、どこか遠くへ行く
こと。主な著書は、『犬の系譜』、『岳（ガ
ク）物語』、『アド・バード』、『中国の
鳥人』、『黄金時代』など多数。

　今回は作家、雑誌編集長、映画監督など幅広い分野で活躍中の椎
し い な

名 誠
まこと

さ
んを講師にお迎えした講演会です。安曇野の自然や環境、文化などをいか
に守り、はぐくんでいくべきか、市民の皆さんとともに考えます。世界中
を探検、冒険して歩いた椎名さんならではの話をどうぞご期待ください。
問明科総合支所内文化課（462･3001 662･3525）

2 月 28 日（土）　
開場／ 12：00　開演／ 13：30（終了予定 15：00）
入場無料 （事前申し込み不要）

2 月 28 日（土）10：00 ～ 15：30

豊科公民館ホール　
※車で来場の際は乗り合わせてお出掛けください。

豊科公民館２階大会議室　

場所

場所

日時

日時

■主催　安曇野市 ･ 安曇野市教育委員会　■共催　田淵行男記念館 ･ 田淵行男記念館友の会

■主催　安曇野市 ･ 安曇野市環境基本計画推進会議

あづみ野環境塾

体感 !! パネル展
環境基本計画を実践する取り組みが各種団体を

中心に始まっています。楽しみながら、身近な暮
らしの中で今できることを発見、体感できるパネ
ル展です。大勢の皆さんお出掛けください。

マイはし作り体験
ひのきの間伐材を削って、
世界にひとつのマイはしを作ります。
所要約１時間。【各回 12 人限定】
① 10：30 ② 12：30 ③ 14：00

問穂高総合支所内環境課
（482･3131 682･6622）

各種団体パネル展示
日ごろから、環境活動・自然体験活動
などに取り組む団体の皆さんの、パネ
ル展示など。

環境クイズラリー
地球温暖化防止の為に、今できること…ク
イズラリーに挑戦して環境グッズを手にい
れよう！

段ボールで堆肥づくり
ダンボールを使って生ごみを台所で堆
肥化しよう！展示説明は随時。
 【基材配布・各回 10 人限定】
① 11：00 ② 13：00 ③ 15：00

ひまわり搾
さ く ゆ

油体験
ひまわりの種から油を搾ってみよう！おい
しい試食もあるよ～。

ピッカピカ石けん実演
廃食用油から作ったリサイクル石けん
の使い方いろいろ…。

エコ！ぬかくどご飯
昭和 20 ～ 30 年代、安曇野で使われて
いた「ぬかくど釜」で炊く、おいしいご
飯の無料配布。「ぬか」とは安曇野言葉
でもみ殻のこと。【12：00・先着 100 人】

みんな
来てね！
楽しいよ!!
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３
回
目
と
な
る
本
庁
舎
等
建
設
審

議
会
で
は
、
最
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
１
つ
で
あ
る
市

の
土
地
利
用
計
画
と
景
観
計
画
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
計
画

は
現
在
策
定
中
で
す
が
、
策
定
後
の
土

地
の
用
途
制
限
や
建
築
物
の
高
さ
制
限

な
ど
の
ル
ー
ル
を
尊
重
し
な
が
ら
、
本

庁
舎
の
建
設
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
を
建
設
す
る
に
あ
た

り
、
現
在
の
総
合
支
所
な
ど
の
敷
地
を

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
検
証
し

た
ほ
か
、
建
設
候
補
地
を
選
定
す
る
た

め
の
参
考
資
料
の
１
つ
と
し
て
地
理
的

中
心
・
人
口
重
心
地
を
図
示
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
の
会
議
録
（
要
旨
）
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

uhttp://w
w

w
.city.azum

ino.naga

　

no.jp/

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）
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こ
の
計
画
は
、交
流
の
場
、学
習
の
場

と
し
て
市
民
活
動
を
支
援
す
る
と
同
時

に
、
市
民
自
ら
が
安
曇
野
の
歴
史
や
人

物
、自
然
、文
化
な
ど
を
探
求
し
成
果
を

発
信
す
る
「
安
曇
野
に
お
け
る
地
域
学

習
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
素
案
に
対
す
る
意
見
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
な
ど
を
広
く
募

集
し
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
素
案
に
は
、
中
央
図
書

館
の
開
館
時
間
な
ど
に
関
す
る
内
容
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
中
央
図
書
館
の

管
理
・
運
営
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
意
見
を
お
聴
き
す
る
機
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

応
募
要
領

■
募
集
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
、
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
人
、
市
内
の
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
、
市
内
の

学
校
に
在
学
す
る
人
、
市
税
を
納
税

し
て
い
る
人

■
募
集
期
間　

1
月
26
日
（
月
）

　

～
2
月
13
日
（
金
）

※
郵
送
は
2
月
13
日
（
金
）
必
着

■
提
出
方
法

以
下
①
②
③
の
あ
て
先
は
、
教
育
委

員
会
文
化
課
で
す
。

①
電
子
メ
ー
ル

bunka@
city.azum

ino.nagano.jp

②
フ
ァ
ク
ス 
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62･

３
５
２
５

③
郵
送

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２
安
曇
野
市

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

④
直
接
持
参　

明
科
総
合
支
所
文
化
課

ま
た
は
市
内
の
各
図
書
館
へ

■
提
出
様
式

様
式
は
自
由
。
必
須
事
項
と
し
て
提

出
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
（
団
体
名
）・

電
話
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
須
事
項
の
記
載
が
な
い
も
の
、
電

話
や
口
頭
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。
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建
設
候
補
地
と
し
て
現
敷
地
の
活
用
を
検
証

第
３
回
本
庁
舎
等
建
設
審
議
会
が
12
月
19
日
、
豊
科
総
合
支
所
で
開
催
さ
れ

現
敷
地
の
活
用
の
可
能
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
、地
理
的
中
心（
※
１
）・
人
口
重
心
地（
※
２
）を
図
示
し
ま
し
た
。

本庁舎 豊科総合
支　　所

穂高総合
支　　所

三郷総合
支　　所

堀金総合
支　　所

明科総合
支　　所

用途地域
準工業地域

第一種
住居地域

第一種
住居地域

第二種
住居地域 なし なし なし

建ぺい率（%） 敷地面積に対する建築面積の割合： 60%（上限）
容積率（%） 敷地面積に対する延床面積の割合：200%（上限）
敷地面積 552㎡ 7,091㎡ 5,523㎡ 7,897㎡ 6,050㎡ 5,023㎡
現敷地に本庁舎を建
設した場合に確保で
きる延床面積

1,104㎡ 14,182㎡ 11,046㎡ 15,794㎡ 12,100㎡ 10,046㎡

延床面積を 20,000
㎡確保するために不
足している敷地面積

9,448㎡ 2,909㎡ 4,477㎡ 2,103㎡ 3,950㎡ 4,977㎡

（審議会の資料から抜粋）
総合支所などの敷地活用の可能性は？

安曇野市の地理的中心（※1）・人口重心地（※2）

現状の敷地だけで
建設することは
難しいとの結論

　建築基準法により建ぺい率および容積率が定
められていることから、その基準を上回る建築
物を造ることができません。これらの法規制を
満たす範囲において、現在の各庁舎敷地に建設
できる規模（延床面積）を上表のとおり検証し

ました。庁舎に必要な規模（延床面積）を、人口や職員数が類似している他市
の例を参考に延床面積を２万㎡と仮定した場合、現在使用している各総合支所
などの敷地では確保できないことがわかり、第３回審議会では「現状の市の敷
地だけで建設することは難しい」であるとの結論で一致しました。
※参考：安曇野市の８つの庁舎の延床面積の合計は約２万５千㎡です。

地理的中心地（※1）

人口重心地（※2）

～今後の予定～
新たな本庁舎として適切な規模はどの程度

か、また、その規模を確保するのに適切な建
設候補地をどのように選定するのかなど、市
民アンケートの結果と地域審議会で検討して
いる「総合支所に必要不可欠な市民サービス」
についての答申内容を踏まえ、具体的な協議
に入ります。
○次回審議会日程：2月13日（金）午後１時30分～
　堀金総合支所３０１号大会議室
○審議会は傍聴できますので、市民の皆さんの参
　加をお待ちしています。

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
管
理・運
営
に
関
す
る
意
見
を
募
集

市
で
は
、
今
年
９
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
「
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
事
業
運
営
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
計
画
の
素
案
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

■
計
画
素
案
の
閲
覧
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
次
の
場
所

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
文
化
課
（
明
科
総
合
支
所
）

・
市
内
の
各
図
書
館

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
く
る
り
ん
広
場
」 

■
ご
意
見
の
取
り
扱
い 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
は
、

後
日
、市
の
考
え
方
を
整
理
し
た
後
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
（
個

人
情
報
は
除
く
）。
な
お
、個
々
の
ご

意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
明
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　
（
62･

３
０
０
１ 

62･

３
５
２
５
）

本
庁
舎
等
建
設
審
議
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

※ 1
地理的中心地：市の
西側山ろく地帯を除
いた、都市計画区域
の中心地

※ 2
人口重心地：人口の
一人ひとりが同じ重
さを持つと仮定し
て、全体として平衡
を保つことができる
場所

穂
高
南

小
学
校

穂
高
幼
稚
園

至松川村

至豊科

Ｒ
１
４
７

三
枚
橋
公
園

旧
道

建
設
地

穂高交流学習センター完成予想図



　

市
で
は
、
市
職
員
（
非
常
勤
職
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種　

看
護
師

■
資
格　

要
職
種
資
格

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
年
次
休
暇
・
賃
金
一
時
金
（
賞
与
）・

通
勤
費
・
各
種
保
険
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
雇
用
期
間　

平
成
21
年
4
月
1
日
～

平
成
22
年
3
月
31
日

■
募
集
人
数　

１
人

■
申
し
込
み　

2
月
6
日
（
金
）
～
3

月
3
日
（
火
）
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
（
土
日
は
除
く
）
の
間
、

健
康
推
進
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
原
則
、
郵
送
に
よ
る
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
（
必
要
に
応

じ
、
面
接
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
受
付
時
に
ご
案
内

し
ま
す
）

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

　

児
童
手
当
が
2
月
13
日（
金
）に
振
り

込
み
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
10
月
、
11

月
、
12
月
、
1
月
の
4
カ
月
分
で
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
支
給
の
対
象
と

な
る
の
は
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児

童
で
す
。
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
最
寄
り
の
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
児
童

保
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

　
（
81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

　

市
議
会
3
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り

開
か
れ
ま
す
。
ど
な
た
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
会
期
（
予
定
）　

2
月
16
日
（
月
）

　

～
3
月
19
日
（
木
）

■
時
間　

午
前
10
時
開
会

■
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
３
階
）

問
堀
議
会
事
務
局

　
（
72
・
３
１
０
６ 

71
・
２
１
５
０
）

　
「
あ
き
ら
め
な
い
で
」…『
育
て
直
し
』

『
育
ち
直
り
』」

　

市
家
庭
教
育
推
進
会
議
で
は
、
子
育

て
中
の
保
護
者
や
子
育
て
に
携
わ
っ
て

い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
４
回
シ
リ
ー
ズ

で
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
終

の
今
回
は
、
小
学
校
高
学
年
以
上
の
保

護
者
、
児
童
・
生
徒
向
け
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
期
の
体
験

は
人
と
し
て
の
基
礎
体
験
で
す
。「
育
て

直
し
」
は
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
今

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
2
月
22
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師　

角
田 

春
高
さ
ん（
愛
知
学
泉

短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
教
授
・
臨

床
心
理
士
）

■
参
加
料　

無
料

※
託
児
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
2

月
13
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
の
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
明
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

　
（
62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）
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豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、
み
そ
加
工
技
術
の
普
及

の
た
め
、
み
そ
作
り
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。安
曇
野
産
大
豆
で
つ
く
る
手
作

り
み
そ
の
仕
込
み
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

▽
3
月
12
日
（
木
）

午
後
0
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

▽
3
月
13
日
（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▽
3
月
14
日
（
土
）

午
前
9
時
～
正
午

■
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
東 

成
相
高
架
橋
下
）

■
対
象　

3
日
間
参
加
で
き
る
人

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

■
材
料
費　

み
そ
10
㌔
当
た
り

２
、
５
０
０
円
（
最
終
日
に
徴
収
）

■
持
ち
物　

三
角
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン

■
そ
の
他　

作
業
が
で
き
る
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昼
食
は

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

2
月
12
日
（
木
）
～
20

日
（
金
）
ま
で
に
、
左
記
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
豊
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

　

あ
づ
み
野
農
業
塾
で
は
、
平
成
21
年

度
の
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
農
業

塾
は
、
農
業
の
活
性
化
や
食
の
安
心
・

安
全
を
目
指
し
、
研
修
会
や
無
農
薬
･

有
機
栽
培
に
よ
る
農
産
物
づ
く
り
な
ど

の
実
習
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
人

■
募
集
人
数　

80
人
（
先
着
順
）

■
修
業
期
間　

１
年

・
座
学　

月
１
回
（
土
曜
日
）

・
実
技　

随
時
（
土
ま
た
は
日
曜
日
）

■
年
会
費　

２
、
０
０
０
円

■
申
し
込
み　

3
月
6
日
（
金
）
ま
で

に
、
住
所
･
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
話
で
下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
１

三
農
業
委
員
会
事
務
局

（
77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

ま
た
は
農
業
塾
塾
長 

遊
橋
さ
ん

（

 

73･

２
０
５
８
）
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情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

お

ら

せ

知

市
職
員（
非
常
勤
職
員
）の
募
集

家
庭
教
育
ひ
ま
わ
り
講
座

講
演
会

２月の納期
●市県民税………………………………（随期）

●固定資産税……………………………（４期）

●国民健康保険税………………………（８期）

●後期高齢者医療保険料………………（８期）

●介護保険料…………………………（２月分）

●水道料金…………………（穂高・三郷地域）

●下水道使用料……（豊科 ･ 堀金 ･ 明科地域）

市
議
会
３
月
定
例
会

あ
づ
み
野
農
業
塾

月 内　容
４月 農薬を使わない米づくり
５月 大豆栽培と無農薬栽培の留意点
６月 有機栽培の土づくりと野菜の宅配
７月 根を育てる自然農法
８月 土の生きものから見た土づくり
９月 森の散策と山野草
10 月 食べられるキノコの見分け方・庭のキノコ栽培
12 月 視察研修
１月 花木・樹木のさし木、つぎ木、とり木
２月 みそ・とうふづくり
３月 庭木、花木の手入れ・病害虫対策

寄附・寄贈のお礼【敬称略】（平成 20 年 12 月 2 日～ 25 日）

◆高橋 洋雄　50,000 円（交流のプロジェクト）◆三枝 三郎　10,000 円（水のプロジェクト）
◆立正佼成会松本教会長 菅谷 知正　50,000 円（社会福祉のため）
◆安曇野市消防団第 13 分団第１部副分団長　北村 克明　保育園児用消防・防災図書一式（堀金保育園児
の防火・防災意識高揚のため）
◆猿田 秀隆　けやきの自然木（屋根付）１個、木彫りの道祖神１体、三猿１体（自然木を遊具として使い、
堀金保育園児の心をはぐくんでいただきたいため）
◆安曇野倶楽部自遊感（利用者・来場者一同）車いす３台（三郷地区障害者支援活動のため）

平成 21 年度 あづみ野農業塾講座日程

実習田：20.5 アール

2
月
は

児
童
手
当
の
振
り
込
み
月
で
す

み
そ
作
り
体
験
教
室

農

体

験

業

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の《
74
号
》（
１
月
21
日
発
行
）

■
29
ペ
ー
ジ
　
非
公
募
施
設

【
誤
】
豊
科
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
同
好
会

【
正
】
豊
科
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

＝納期限は３月２日（月）＝
※休日納付窓口は、３月１日（日）です。各総合支
　所の窓口で各種税・料金の納付ができます。



　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
の
最
終
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
募
集
種
目　

２
等
陸
士
・
２
等
海
士

※
航
空
自
衛
官
の
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん

■
試
験
期
日　

3
月
1
日
（
日
）

■
試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地

■
受
付
期
間　

試
験
日
の
3
日
前
ま
で

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、口
述
試
験
、

適
性
検
査
、
身
体
検
査

■
待
遇
な
ど　

▽
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

▽
俸
給　

初
任
給
１
５
９
、
５
０
０
円

　
　

9
カ
月
後
１
７
４
、
３
０
０
円

▽
特
例
退
職
手
当
（
陸
自
の
場
合
）

・
1
任
期
（
2
年
）

６
１
９
、
０
０
０
円
支
給

・
2
任
期
（
4
年
）

１
、
３
５
８
、
０
０
０
円
支
給

▽
休
日
お
よ
び
休
暇　

年
次
休
暇
、夏
季
・

年
末
年
始
特
別
休
暇
、
週
休
2
日
制

■
そ
の
他

（
１
）入
隊
は
3
月
末
～
４
月
上
旬

（
２
）勤
務
場
所
は
松
本
駐
屯
地（
予
定
）

（
３
）各
種
資
格
免
許
の
取
得
可
能

（
４
）選
抜
試
験
に
よ
り
昇
進
制
度
あ
り

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地

域
事
務
所
･
広
報
セ
ン
タ
ー「
信
濃
」

（

 

36
・
２
７
８
７
）
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、仲
間
と
と
も
に
、

地
域
で
積
極
的
に
活
動
す
る
た
め
の
企

画
力
を
養
成
す
る
講
座
、
地
域
い
き
い
き

実
践
塾
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
資
格　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、
講
座
修
了
後
、
仲

間
と
と
も
に
地
域
に
お
い
て
社
会
参

加
活
動
を
行
う
意
欲
の
あ
る
人

■
受
講
時
間　

１
年
間

（
年
間
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
）

■
学
習
内
容　

実
践
基
礎
講
座
な
ど

■
募
集
定
員　

30
人
（
松
本
学
部
）

■
授
業
料　
　

年
間
１
、０
０
０
円（
予

定
）
ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要

■
募
集
期
間　

2
月
2
日
（
月
）
～
27

日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
入
学
決
定
通
知
用

の
切
手
（
は
が
き
の
場
合
は
50
円
、

封
書
の
場
合
は
80
円
切
手
と
長
型
３

号
）を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
3
月
下
旬
に
郵
送
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係
ま

た
は（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー（
０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
進
め
、
仲
間
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
人
を
養
成
す
る
シ
ニ
ア

大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、学
習
意
欲
が
あ
り
、

積
極
的
に
社
会
参
加
を
目
指
す
人

（
過
去
に
入
学
し
た
人
は
、受
講
で
き

ま
せ
ん
）

■
受
講
時
間　

2
年
間

（
年
間
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
）

■
学
習
内
容　

教
養
講
座
な
ど

■
募
集
定
員　

３
５
０
人（
松
本
学
部
）

■
授
業
料　

年
間
４
、
０
０
０
円
（
予

定
）
ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要

■
募
集
期
間　

2
月
2
日
（
月
）
～
27

日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
入
学
決
定
通
知
用

の
切
手
（
は
が
き
の
場
合
は
50
円
、

封
書
の
場
合
は
80
円
切
手
と
長
型
３

号
）を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
生
の
決
定　

入
学
の
可
否
は
、

3
月
下
旬
に
は
が
き
も
し
く
は
封
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係
ま

た
は（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー（
０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）
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自
衛
官
採
用
試
験

（
平
成
20
年
度
最
終
）

地域活動防災 つながりひろがる地域づくり事業  成果発表交流会防災講演会  「新潟中越大震災からの教訓」

　市では、支えあう地域社会を目指し、市民活動を支援するため、つながりひろがる地域づくり事業を実施
しています。本年度は、市内の 62 団体がこの補助金を活用し、さまざまな事業を行いました。その成果と
地域で活動する団体同士の交流を図るため、市民活動事業成果発表交流会を開催します。ステージ発表、パ
ネル発表をはじめ、参加者手作りの食品を試食しながら交流会を行います。新たな出会いの機会、ネットワー
クの広がりの場として、皆さんお誘いあってご参加ください。
■日時　2 月 8 日（日）午前 9 時 45 分～午後 1 時　
■場所　豊科ふれあいホール
※駐車場に限りがあります。車でお出掛けの皆さん
　は乗り合わせでお願いします。
■主な日程

　～突然の大地震　続く余震　そして豪雪～

　平成 16 年 10 月の新潟中越大震災時に、小千谷市の災害対策副本部長（当時小千谷市助役）として復旧・
復興に尽力した佐藤 知巳さん（ＮＰＯ法人防災サポ―トおぢや常務理事）を講師に迎え、「新潟中越大震災
からの教訓」と題した講演会を開催します。行政や町内会などが震災を体験して得た教訓についての講演です。
　また、会場では起震車（地震を体験できる車）による地震体験や住宅用火災警報器 ･ 防災グッズなどの展
示も行います。申し込みは不要です。大勢の皆さんお出掛けください。

■日時　2 月 11 日（水 ･ 祝日）午後 2 時～ 3 時 30 分

■場所　堀金総合体育館サブアリーナ
※駐車場は、体育館駐車場または堀金総合支所駐車
　場をご利用ください。
■定員　400 人（入場無料）

9：45 オープニング（明科龍神太鼓）

10：15 成果発表（ステージ発表）

11：25 講評

11：35 交流会（団体代表者と市民による交流会）

12：50 閉会式

12：30 ～ 14：30 地震体験と展示

14：00 ～ 15：30 講演

問各総合支所地域支援課まちづくり推進係
　または本まちづくり推進課（471･2000 672･1223）問堀危機管理室消防防災係（472･6769 672･6739）

後 援 な ど 時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

講
座

成年後見勉強会
（全３回）

東京大学主催の、市民の
ための成年後見勉強会が
３日間の日程で開催され
ます。受講者には、修了
証と今後の活動への参加
資格が与えられます。

時：所：
① 2 月 20 日（金）

松本商工会議所
② 2 月 23 日（月）

松本ビル
③ 2 月 27 日（金）

豊科ふれあいホール
各回とも 9：30 ～ 16：00

定：50 人
料：無料

　（テキスト・資
　　料代

　2000 円別途）

申：合同会社ジェロンへ郵送また
　　は FAX で申し込みください。
　　〒390‐0851松本市島内3777‐7
　　（648・2070）
　　※申込期限：2 月 13 日（金）
問：成年後見勉強会長野県実行
　　委員会（448・2212）

催
し

安曇養護学校
作業学習製品の
販売会

生徒たちが心を込めて作
っ た、 お 菓 子、 陶 芸 品、
工芸品などの販売会です。

時：所：
2 月 20 日（金） ・21 日（土）
ほりがね物産センター
　10：00 ～ 14：00
コープ長野安曇野豊科店
　9：30 ～ 17：00

―

問：長野県安曇養護学校高等部
　　（40261・62・4920）
　　（60261・61・1019）

安曇野の自然と
文化を考える会主催
堺敬生（さかい たかお ）
作品上映鑑賞会

映像作家・堺敬生さん（千
葉県銚子市在住）を招き、
田淵行男を追ったドキュ
メンタリー「自然への愛」
など、４作品の上映鑑賞
会を開催します。

時：2 月 21 日（土）
　　13：00 開場
　　13：30 開映
所：穂高会館講堂

料：無料 問：安曇野の自然と文化を考える 
　　会事務局（482・5356）
　　※後援：市教育委員会

成果発表交流会（昨年のようす）自主防災訓練にて

平
成
21
年
長
野
県

シ
ニ
ア
大
学

平
成
21
年
長
野
県

地
域
い
き
い
き
実
践
塾

祉

福



　

県
と
市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
指
定
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
今
回
の
説
明
会
は
穂
高

地
域
の
西
山
周
辺
に
お
け
る
急
傾
斜
地

崩
壊
（
が
け
崩
れ
）
に
関
す
る
も
の
で

す
。
各
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
都

合
の
よ
い
日
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
対
象
地
域　

宮
城
・
新
屋
・
小
岩
嶽
・

豊
里
・
牧
・
塚
原

■
日
程

問
安
曇
野
建
設
事
務
所
整
備
課

　
（
72
・
８
３
０
８ 

72
・
８
８
８
２
）

　

ま
た
は
豊
都
市
建
設
部
監
理
課

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
等
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

▽
場
所　

田
沢
団
地
（
豊
科
田
沢
）

　

１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

■
入
居
開
始
日　

4
日
1
日
（
水
）

■
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

（
１
）同
居
親
族
が
あ
る

（
２
）住
宅
に
困
っ
て
い
る

（
３
）収
入
額
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

■
申
し
込
み　

2
月
４
日
（
水
）
か
ら

「
入
居
申
込
書
」と
募
集
の
詳
細
を
記

し
た
「
入
居
申
込
案
内
」
を
配
布
し

ま
す
。
受
付
期
間
内
に
添
付
書
類
を

添
え
て
、
豊
科
総
合
支
所
内
の
都
市

建
設
部
建
築
住
宅
課
住
宅
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

■
受
付
期
間　

2
月
19
日
（
木
）

　

～
2
月
27
日
（
金
）（
土
日
除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

■
そ
の
他　

中
堅
所
得
者
向
け
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
は
、
常
時
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
県
営

住
宅
入
居
者
の
統
一
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
内
容　

（
１
）空
き
家
募
集

　
（
4
月
1
日
付
で
入
居
が
可
能
な
住

宅
の
募
集
）

（
２
）補
欠
募
集

　
（
6
カ
月
以
内
に
空
き
家
が
出
た
場

合
の
募
集
）

■
募
集
団
地　

松
本
地
方
事
務
所
管
内

の
県
営
住
宅
（
詳
細
は
2
月
中
旬
こ

ろ
決
定
の
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

■
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
か
勤

務
す
る
人
で
、次
の
要
件
を
満
た
す
者

（
１
）同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
結
婚
予
定
を
含
む
）
が
あ
る

（
２
）住
宅
に
困
っ
て
い
る

（
３
）収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

■
受
付
期
間　

2
月
25
日
（
水
）

　

～
3
月
6
日
（
金
）（
土
日
も
可
）

■
申
し
込
み　

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

　
（
47･

０
２
４
０ 

47･

８
９
０
２
）

　

市
で
は
、
新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

▽
場
所　

三
郷
明
盛
・
及
木
地
区

▽
種
別　

１
階
建
て　

１
戸

▽
間
取
り　

３
Ｋ
（
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
）

■
家
賃　

月
額
１
万
５
、０
０
０
円

■
入
居
期
間　

4
月
1
日
～
原
則
5
年
間

■
入
居
資
格　

市
内
に
新
規
就
農
さ
れ

た
人
の
う
ち
、
意
欲
的
か
つ
現
実
的

な
営
業
計
画
を
持
ち
、
現
在
住
居
に

困
窮
さ
れ
て
い
る
人

■
申
し
込
み　

2
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
、
三
郷
総
合
支
所
産
業
建
設
課
産

業
振
興
係
備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
・

営
農
計
画
書
に
記
載
し
、
添
付
書
類

と
合
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
定
方
法　

専
門
委
員
会
に
よ
る
書

類
審
査
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

問
三
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

　
（
77･

３
１
１
１
77･

６
０
６
０
）
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情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

地

土
・
い

ま

住

市
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定

説
明
会

新
規
就
農
者
住
宅
の

入
居
者
募
集

住宅を新築する皆さんご存じですか
～住まいを守る法律　住宅瑕

か し

疵担保履行法～

市有財産（土地３件）の売却を行います

Information

Information

B O X

B O X

日時 場所

第１回 2 月 18 日（水）
19：30 ～ 豊里公民館

第２回 2 月 19 日（木）
19：30 ～ 宮城会館

第３回 2 月 20 日（金）
19：30 ～ 牧公民館

　新築住宅（戸建て、マンション、賃貸を含む）の売り主は、住宅の構造上主要な部分に、10 年間の瑕
か し

疵担
保責任を負うことが法律で義務付けされています。この瑕疵担保責任の履行を実現するための裏付けとなる
資力確保を事業者（建設業者・宅地建物取引業者）に義務付ける法律が新たに制定されました。平成 21 年
10 月１日以降に引き渡される新築住宅については、法律により事業者に資力確保（保険の加入または保証金
の供託）が義務付けられるようになります。
★住宅を新築・購入する皆さんへ★
　購入する住宅が保険や供託の措置が取られているか契約前に必ず事業者に確認しましょう。
★建設業者、宅地建物取引業者の皆さんへ★
　保険加入の場合は、着工前の申し込みが必要です。詳しくはお問い合わせください。
問長野県建設部住宅課企画係（4026･235･7339）

　利用予定のない下記の市有土地を一般競争入札により売却します。一般競争入札とは、入札参加者が価格
を競いあって、市があらかじめ定めた最低売却価格以上で、最も高い価格をつけた人に購入していただく方
法です。入札に参加するためには、事前に申し込みが必要です。希望者は、現地を確認し、下記の方法で売
却案内書を入手し、よくお読みいただいたうえで参加してください。

■受付期限　2 月 13 日（金）まで（土日・祝日を除く）午前 9 時～午後 5 時
■入札日程　2 月 25 日（水）午後 県安曇野庁舎会議室
■申し込み　各総合支所地域支援課窓口または市ホームページから売却案内書を入手し、入札参加申込書な

ど関係書類に必要事項を記載のうえ、期限までに契約管財課管財係へ提出してください。
ご不明な点は下記へお問い合わせください。

問安契約管財課管財係（471･2000 672･1524）

 

■売買物件

豊科近代美術館

物件番号 1 物件番号 2

R19

豊岳荘

木戸 塔の原

R19

明南小学校
明科中学校

明北小学校
寺所北

所在地：豊科南穂高 805 番 13
地　目：宅地
面　積：417.52㎡（126 坪）
最低売却価格：16,080,000 円
旧用途：豊科給食センター

所在地：明科七貴 9114 番 3
地　目：宅地
面　積：493.27㎡（149 坪）
最低売却価格：6,250,000 円
旧用途：荻原団地

所在地：明科中川手 2578 番 2
地　目：宅地
面　積：218.32㎡（66 坪）
最低売却価格：4,540,000 円
旧用途：町三住宅

物件番号 3
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イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

三郷公民館
問（477･2109 676･3077）
コカリナの製作と演奏

田淵行男記念館
問（4672･9964）
特別展 国蝶オオムラサキと里山

～栗田 貞多男写真展～

豊科郷土博物館
問（4672･5672）
第 52 回 友の会美術展

碌山公園研成ホール
問（4682･0769）
美術講座 デッサン入門Ⅱ

豊科図書館
問（472･2158 内線 1151 673･6401）
図書館チャレンジ講座 手作り本を作ろう

貞享義民記念館
問（477･7550 677･7551）
三郷美術会小品展

碌山美術館
問（482･2094 682･9070）
ひな祭りジャズコンサート

ソープカービング講座

パソコン教室

　ユリの木でコカリナを
作って演奏してみません
か。コカリナは木製の
小さな笛のような楽器で
す。長野オリンピックの
際に道路建設のために

伐採された木で製作したものを子どもたちが演奏し、
世に広く知られました。木製の柔らかい音色と、材質
で微妙に変わる音質をお楽しみください。
■日　時　3 月 3 日（火）13：30 ～ 16：30
■場　所　三郷公民館

※ 1 ～ 2 時間で製作し、1 時間ほど吹き
方の講習を行います。

■講　師　大熊 信幸さん 二三子さん
■定　員　25 人（申込者多数の場合は抽選します）
■受講料　200 円　※材料費４千円が別途必要です。
■申し込み　2 月 13 日（金）までに三郷公民館へ
　　　　　　電話でお申し込みください。

　栗田貞多男氏（1946 ～）
は長野市に生まれ、チョ
ウと山を被写体として活躍
する写真家です。チョウと
その生息環境、山や川、動
植物などを撮り続ける姿勢
は、田淵行男の活動をほう
ふつとさせます。今回の展
覧会では、田淵行男と同じ

フィールドで活躍する栗田さんの作品およそ 40 点
を展示します。
■会　期　2 月 24 日（火）～ 3 月 8 日（日）
　　　　　9：00 ～ 17：00
■会　場　田淵行男記念館　
■観覧料　大　人 300（200）円
　　　　　小中生 200（100）円
　　　　　（　）内は 20 名以上の団体料金
■休館日　月曜日

一山百楽講話 信州の蝶と山
～栗田 貞多男講演会～

　信州の蝶や山岳のスライド鑑賞と栗田さんのト
ークショーです。
■日　時　3 月 8 日（日）13：30 ～ 15：00
■会　場　ビレッジ安曇野
■参加費　展覧会チケットの半券が必要です。

第９回 おもしろ自然教室
　秋から春にかけて枝が紅色、若い枝は冬におし
ろい色で覆われるケショウヤナギ。このケショウ
ヤナギが美しくお化粧している様子を一緒に楽し
く観察しませんか。
■日　時　3 月 7 日（土）9：00 ～ 11：30
■行　程　梓川河川敷（松本市梓川）～田淵行男記

念館
※八景山公民館（松本市梓川）駐車場
　に各自集合してください。

■持ち物　飲み物、筆記用具、雨具、ハンカチなど
■講　師　飯沼 冬彦さん

（市文化財保護審議会委員）
■定　員　28 人
■受講料　400 円（受講料、入館料、保険料など）
■申し込み　2 月 17 日（火）～ 3 月 1 日（日）までに、

受講料を添えて田淵行男記念館窓口
へお申し込みください。

　身近にある化粧石け
んに花の彫刻をほどこ
して気軽にアートを楽
しんでみませんか。指
先を使っての細かな作
業は脳を活性化させ、
石けんのほのかな香り
にはリラックス効果も

望めます。広い場所も高価な道具も必要としません
ので、これを機会に始めてみてはいかがでしょう。
■開催日（全２回）
　【日曜の部】3 月 8 日（日）15 日（日）
　【水曜の部】3 月 11 日（水）18 日（水）
　※いずれの曜日も内容は同じです。
■時　間
　【午前の部】10：00 ～ 12：00
　【午後の部】13：00 ～ 15：00

※午後の部は受講希望者が多数の場合のみ開催
します。お申し込みの際に午後の部でも受講
可能かどうかお伺いします。

■場　所　三郷公民館
■講　師　湯川 佳美さん
■定　員　各曜日 10 ～ 20 人
　　　　　（申込者多数の場合は抽選します）
■受講料　400 円
　　　　　※材料費２千円が別途必要です。
■その他　ナイフなどの道具は主催者側で用意します。
■申し込み　2 月 13 日（金）までに三郷公民館へ
　　　　　　電話でお申し込みください。

　豊科郷土博物館では、友の会美術部の皆さんに
よる美術展を開催します。四季折々の自然を描い
た絵画や、個性豊かな彫刻作品などを展示します。
郷土で活躍する芸術家の作品をご鑑賞ください。
■会　期　2 月 22 日（日）～ 3 月 8 日（日）
　　　　　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
■場　所　豊科郷土博物館
■入館料　大　　人　100（80）円
　　　　　小中学生　 50（40）円
　　　　　（　）内は 20 人以上の団体料金

　絵画や彫刻の基礎であるデッサンを学びます。
■日　時　（全３回）　3 月 3 日（火）、10 日（火）、

17 日（火）13：30 ～ 15：30
■講　師　中村 次郎さん　■定　員　10 人
■受講料　2,000 円

　写真や折り紙を貼り、メッセージを添えた絵本
を作りませんか。
■日　時　2 月 28 日（土）10：00 ～ 12：00
■場　所　豊科公民館 講座室
■参加費　無料　■定　員　20 人
■持ち物　はさみ、鉛筆、マジック、定規、カッター、カッター

ボード、絵本の材料（折り紙、写真など）

　地域で造形活動に励んでいる皆さんの個性的で
多様な作品をご鑑賞ください。
■会　期　2月4日（水）～3月１日（日）9：00～17：00
■場　所　貞享義民記念館
■入館料　小品展の入館は無料

　市教育委員会と安曇野アートライン推進協議会で
は、市民の皆さんに市内美術館の魅力を知っていた
だくため、ひな祭りジャズコンサートを共同で開催
します。碌山美術館の展示もご覧いただけます。
■日　時　3月1日（日）午後１時30分開場　午後2時開演
■場　所　碌山美術館
■出　演　ＹＵＫＩＥ（ボーカル）安田 美弦（ピアノ）
　　　　　相良 博（ギター）
■曲　目　「Ｍｙ ｆｕｎｎｙ Ｖａｌｅｎｔｉｎｅ」「Ｓｔａｒｄｕｓｔ」
　　　　　「Ｍｏｏｎ ｒｉｖｅｒ」他
■参加費　1，000 円（入館料込）
■定　員　75 人（先着順）
■申し込み　2月10日（火）～27日（金）（月曜日休館）午

前9時～午後4時の間、碌山美術館へ直
接電話にてお申し込みください。

※お問い合わせは明科総合支所文化課文化振興係
（462･3001 662･3525）

　 パ ソ コ ン を 始 め た
い。買ってはみたもの
の使い方が今ひとつわ
からない…。という人
はいませんか。そんな
皆さんを対象に、パソ

コンの基本的な扱い方、簡単な文章作成など初心
者向けの教室を開催します。　※前回とほぼ同内
容のため既受講者はご遠慮ください。
■日　時　（全４回）　3 月 3 日（火）～6日（金）
　　　　　13：30 ～ 15：30
■場　所　三郷公民館
■講　師　田中 さおりさん
■定　員　12 人（申込者多数の場合は抽選します）
■受講料　800 円（４回分）
　　　　　※教材費 500 円が別途必要です。
■持ち物　筆記用具、ノートパソコン（パソコンがなけれ

ば公民館のものを貸し出します）
■その他　ワープロソフトの「word」を利用します。

パソコンに入っていない場合は、公民館の
ものとなりますのでご了承ください。

■申し込み　2 月 13 日（金）までに三郷公民館へ
　　　　　電話でお申し込みください。
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第 11 回

　

広
報
１
月
号
（
74
号
）
で
紹
介
し
た

穂
高
地
域
の
既
存
商
店
街
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
ト
展
示
事
業
は
、
穂

高
飴
市
と
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
、
新
た
に
「
穂
高
地
区
活
性
化
総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
2
月
8

日
（
日
）
～
28
日
（
土
）
ま
で
、
国
道

１
４
７
号
旧
道
沿
い
の
空
き
店
舗
を
借

り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
で
造
形
作

家
の
松
原
弘
己
さ
ん
が
製
作
し
た
「
ス

プ
ー
ン
ア
ー
ト
」作
品
を
展
示
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
穂
高
駅
通
り
、
本
通
り
の

20
店
舗
余
り
に
も
作
品
を
飾
り
ま
す
。

2
月
8
日
（
日
）
は
穂
高
飴
市
と
合
同

で
ク
イ
ズ
や
ア
ー
ト
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し

い
催
し
で
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

作
文
を
募
集
！

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
穂
高
の
商
店

街
が
将
来
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ら
い

い
な
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
対
象　

穂
高
地
域
に
居
住
す
る

小
中
学
生

■
応
募
期
限　

2
月
20
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
１
枚
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、

市
商
工
会
穂
高
支
所
ま
た
は
安
曇
野

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
へ
郵
送
す
る
か
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
通
貨
を
進
呈
！

　

も
ち
つ
き
大
会
一
般
参
加
者
を
対
象

に
、
穂
高
地
域
の
商
店
で
利
用
可
能
な

地
域
通
貨
な
ど
を
進
呈
し
ま
す
。

問
市
商
工
会
穂
高
支
所

　

安
曇
野
市
穂
高
５
０
４
７

　
（
82･

５
８
２
０ 

82･

５
４
９
４
）

　

ま
た
は
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
‐
１

　
（
77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

穂
高
地
区
活
性
化
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
月
8
日
（
日
）
～
28
日
（
土
）

穂
高
飴
市
と
ア
ー
ト
展

合
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

次回発行…広報あづみの 2月18日（水）

2
月
8
日
（
日
）

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
･
セ
レ
モ
ニ
ー

●
午
前
10
時
～　

●
八
十
二
銀
行
穂
高
支

店
北
駐
車
場
に
て

▽
ア
ー
ト
展
示
と
空
き
店
舗
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

セ
レ
モ
ニ
ー（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）

●
午
前
11
時
～　

●
空
き
店
舗
に
て

▽
ア
ー
ト
･
ラ
リ
ー

●
正
午
～
午
後
４
時　

作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
店
舗
を
回
り
、
作
品
名

を
す
べ
て
記
入
し
た
人
に
粗
品
を
進
呈
し

ま
す
。

●
受
け
付
け
を
空
き
店
舗
で
行
い
ま
す
。

▽
商
店
街
・
ア
ー
ト
ク
イ
ズ

●
正
午
～
午
後
4
時　

穂
高
地
区
の
商
店

街
な
ど
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
。全
問
正

解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。●
空
き
店

舗
に
て

2
月
14
日
（
土
）

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う
！

●
午
後
１
時
～
2
時
30
分　

バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ
を
作
り
ま

す
。（
先
着
１
０
０
人
、
１
人
５
個
ま
で
持

ち
帰
れ
ま
す
）
●
空
き
店
舗
に
て

2
月
21
日
（
土
）

▽
も
ち
つ
き
大
会

　

●
午
前
11
時
～　

も
ち
つ
き
大
会
は
一
般

参
加
可（
も
ち
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

　

●
空
き
店
舗
に
て

2
月
28
日
（
土
）

▽
ぬ
か
く
ど
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
、
と
ん
汁
の

無
料
提
供
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

　

●
正
午
～　

●
空
き
店
舗
に
て


